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令和７年第２回臨時会・令和７年第３回定例会提出議案

賛否が分かれた議案等

令和７年第２回臨時会が８月12日に開催され、議案１件を慎重に審議しま
した。

令和７年第３回定例会が９月２日から９月24日までの23日間で開催され、
議案16件、請願１件、委員会発議１件、議員発議２件を慎重に審議しました。
議案番号 件　　名 議決結果
議案
第66号

かすみがうら市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

原案可決
（全会一致）

議案
第67号

かすみがうら市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及びかすみがうら市職員の育児休業
等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決
（全会一致）

議案
第68号 令和７年度かすみがうら市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

（全会一致）
議案
第69号 令和７年度かすみがうら市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

（全会一致）
議案
第70号 令和７年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

（全会一致）
議案
第71号 令和７年度かすみがうら市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

（全会一致）
議案
第72号 令和７年度かすみがうら市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

（全会一致）
議案
第73号 令和６年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

（全会一致）
議案
第77号 令和６年度かすみがうら市水道事業会計決算の認定について 認　　定

（全会一致）
議案
第78号 令和６年度かすみがうら市下水道事業会計決算の認定について 認　　定

（全会一致）
議案
第79号 霞ヶ浦コミュニティセンター空調設備等更新工事請負契約の締結について 原案可決

（全会一致）
請願
第１号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求め
る請願

採　　択
（全会一致）

委員会発議
第３号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書（案） 原案可決

（全会一致）

議案番号 件　　名 議決結果
議案
第64号 令和７年度かすみがうら市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

（全会一致）
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議決結果

議案
第65号

かすみがうら市乳児等通園支援事業の
設備及び運営に関する基準を定める条
例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ － ○ ○ ◆ ○ 原案可決
（賛成多数）

議案
第74号

令和６年度かすみがうら市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ － ○ ○ ◆ ○ 認　　定

（賛成多数）
議案
第75号

令和６年度かすみがうら市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ － ○ ○ ◆ ○ 認　　定

（賛成多数）
議案
第76号

令和６年度かすみがうら市介護保険
特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ － ○ ○ ◆ ○ 原案可決

（賛成多数）
議案
第80号 財産の貸付けについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ○ ◆ － ◆ ◆ ◆ ◆ 原案可決

(賛成多数）

議員発議
第１号

旧新治小学校施設の財産の貸付けに係る
特別委員会設置に関する決議（令和７年第
３回定例会　議案第80号　財産の貸付け）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ○ ◆ ◆ ◆ ○ － ○ ○ ○ ○ 否　　決
(賛成少数)

議員発議
第２号

櫻井健一議員後援会事務所の土地利
用に伴う農地法違反に係る調査特別
委員会設置に関する決議

○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ◆ － ◆ ◆ ◆ ◆ 原案可決
(賛成多数)

氏　名 　 
　 件　名

賛成は○、は反対◆、欠席は欠、不在は／、除斥は除、表決権を行使しない場合は棄で記載
※ �除斥とは、議会での審議を公正なものとするため、議題となった案件と一定の利害関係にある議員を、その審議のときに議場から退席

させること。
※ �来栖議員は議長職のため、本議会での表決（賛成・反対の意思表示）権はないため－で記載。ただし、賛否同数となった場合は、議長

も表決に加わる。

令和７年第２回臨時会議案等議決結果一覧

令和７年第３回定例会議案等議決結果一覧

◀︎議案の内容等
　詳細はこちら

◀︎議案の内容等
　詳細はこちら
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市長より提出された議案第80号「財産の貸付について」は、廃校となった旧新治小学校を外国人留学生のため
の日本語学校の設立を目的とする団体に貸し付ける内容のものです。
令和７年第３回定例会開会日である９月２日、市長によるこの議案の上程に際し、通常の議案審査特別委員会

への付託ではなく、調査特別委員会を設置し、そこに付託して審査することを求める議員発議第１号「旧新治小
学校施設の財産の貸付けに係る特別委員会設置に関する決議」が小座野議員より提出されました。この発議は、
採決の結果、賛成少数で否決となったため、議案第80号は令和７年第３回定例会議案審査特別委員会に付託し、
審査することとなりました。
なお、議案審査特別委員会での審査の末、賛成多数で可決すべきとした結果が、９月24日での本会議で委員長

より報告されました。その後、議案第80号についての討論では以下のような意見が交わされ、議場での採決の結果、
賛成多数で可決することが決定しました。
委員会への付託に関する原則については、本誌14ページの豆辞典をご覧ください。

議員発議第1号と議案第80号の関係について

令和７年第３回定例会提出議案

令和７年９月２日
議員発議第１号　旧新治小学校施設の財産の貸付けに係る特別委員会設置に関する決議（令和７年第３
回定例会　議案第 80 号　財産の貸付け）

令和７年９月 24 日
議案第 80 号　財産の貸付けについて

本会議で行われた主な討論

賛　成 反　対
・母体である学院のホームページで、学生の不適切な行為に
ついての記事が載っていた。急激な環境の変化や文化の違
いによって、起こり得る危惧を持ちながら推し進めるのは
強引ではないか。慎重な審議、また地域の人の声や意見な
どを聞けるような時間が必要ではないか。

・この日本語学校の設立に対する政策の説明にある学院がど
のような団体で、どのような実績があるのか、今回の貸付
けに際して、どのようなことを行うのかについて、十分な
現地の視察等も含め、検討していく必要がある。

・地域説明会に参加した地元住民の感想に、説明を聞いただ
けでは納得していないでしょうとある。地元の方の意見等
も聴取し審議をして、市民も議会も納得できるような関係
をつくっていきたい。

・令和７年第１回定例会での議案第49号は、農村環境改善セ
ンターの評価額7000万円を超える財産の無償譲渡について
だったが、議案審査特別委員会の中で審議・決定した経過
があることから、本議案も、議案審査特別委員会の中でしっ
かりと審議をしながら、この第３回定例会最終日である
９月24日までに、おのおのの議員がジャッジを下すべきで
ある。

賛　成 反　対
・千代田地区の廃校については、具体的な利活用に向けた話
合いが進まなかったが、今回、旧新治小学校について提案
があった。年間70万円での貸付料の収入が見込めるほか、
これまで市が支出していた年間約130万円の維持管理費の削
減も見込める。また、日本語学校として活用する計画であ
るため、外国人留学生が市内に居住することで人口の増加、
卒業後には地域の雇用促進につながることも期待できる。
さらに、地域のコミュニティスペースの開放などの要望に
ついても積極的に対応したいという表明もあるため、地域
の方が集い、そして外国人留学生とも交流ができる地域の
拠点としても期待する。

・履歴事項全部証明書に記載のある現地の事務所に訪問した
が、そこでは、教務主任が使用する教科書の選定やカリキュ
ラムの作成作業を行っていた。さらに、留学生が使用する
机や椅子などの備品がそろえられ、開校へ向けての準備が
進んでいることを確認した。今回、霞ヶ浦学院が県内で認
定を受ければ、県内で数少ない認定校となる見込みである。
今後、生産年齢人口を中心とした人口減少社会が想定され
る中、日本語教育学校で適切な教育を受けた外国人人材を
受け入れていくことは、かすみがうら市の活力を推進して
いく上でも必要なものと考える。

・第１に、地元説明会での理解が十分に得られない。地元住
民からの意見等を聞く機会を設けるなど、徹底的な審査が
必要ではなかったか。議員発議第１号による特別委員会の
設置は否決されたが、継続審査にして説明会を開き、その
後審査する方法もある。信用調査も行っていないのは問題
ではないか。第２に、日本語学校に名を借りた外国人派遣
を目的とした会社ではないかという疑いがある。

・この旧新治小学校の貸付けについて、当業者は説明会を１
回しか開いていない。出席者の大半の人はいい返事をして
いなかったと聞いている。そして、反対の意味での要望書
も市長の元に届いている。旧新治小学校の周りで、100人か
らの生徒がどこに生活するのか。どこで買い物をするのか。
もう少し時間を置いて、地元住民の声を聴いて、それから
提案すべきではなかったか。今回は時期尚早である。

・住民は納得していない。不安と不信から第２回の説明会を
求めている。住民の求める疑問に答えることが市政運営の
基本ではないか。姉妹校としての認可が下りている日本語
学校となぜ契約を進めていないのか。まだ許可が下りてい
ない霞ヶ浦学院との契約をなぜ進めるのか。住民の説明要
求に応えず、不安と不確定要素があり、住民から再説明を
求められているにもかかわらず、なぜ議案を提出し、強行
するのか。住民本位の市政運営を求め、継続審議すべきで
ある。
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令和７年第３回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（９月３日開催）
議案審査特別委員会は議長を除く15名の委員で構成。

【議案の概要】
旧新治小学校の土地や建物を、日本語学校としての利用を提案している事業者に貸し付けるもの
です。

地域説明会の開催後、地元から第２回説明会開催の要望が
提出されたが、どう感じているのか。
令和７年３月23日に第１回の説明会を開き、その報告の内
容によりある程度理解は進んでいるのかと思っておりまし
た。要望書が出てきたことで、一方で全員が賛成というわ
けではないことが分かりました。今後は事業者と、さらに
相互理解を深めるような機会を、できるだけ早く順次スムー
ズにいくように準備を協議していきたいと思ったところで
す。

第２回説明会はいつ行う予定なのか。早急にやるべきではないのか。

この後、貸付けがなされますと、日本語学校の開校に向けて校舎の修繕等もあります。そ
ういう事情を地域の方に見てもらうのも必要と思いますので、内容に進展があった時点で
開くのがよろしいかと考えております。この議案が通った暁には早々に説明の機会を設け
るよう事業者と調整をしてまいりたいと考えております。

地域住民に対する安全確保は大丈夫なのか。

姉妹校にて学生がＳＮＳ上にいたずら動画を投稿した不適切行為がありましたが、当該生
徒は既に退学処分とし、帰国させていると聞いております。仮にそのような事案が発生し
た場合は、同じように厳しい処分で対応する方針と聞いております。説明会等においても、
事業者のほうからは学生に対し徹底した教育をし、地域の住民の方にご迷惑をかけること
のないよう厳しく指導していくということですので、そのように頑張っていただき、地域
住民の方ともコミュニケーションを取っていただくものと思っております。

地域住民の声が一番であり、市民は日本語学校というものに対する不安がある。勇み足だと
思うが、継続審議にすべきではないか。
不安であるというのは全くごもっともだと思っております。その点については１日も早く
払拭するべく事業者と調整し、議員からいただいた疑問点も含めて十分に説明をして、ご
理解をいただきたいと考えております。しかしながら、議案につきましては、今回はこう
いったいい提案をいただいたということで、執行部としてはぜひとも今回採決を取ってい
ただいて、前に進めるような形を取っていただければという思いでおります。

議案第80号　財産の貸付けについて

議案審査特別委員会での質疑

▲旧新治小学校
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県支出金
13億3697万9千円
6.8%(5.3%)

地方譲与税
2億3713万5千円
1.2%(0.3%)

市税
56億9170万6千円
29.1%(▲1.7%)

繰越金
8億806万2千円
4.1%(▲3.6%)

繰入金
3億7626万6千円
1.9%(▲58.3%)

自主財源
75億6431万8千円

依存財源
120億2125万8千円

その他
6億8828万4千円
3.5%(7.0%)

地方交付税交付金など
62億3344万円
31.8%(6.8%)

市債
11億4710万8千円
5.9%(▲8.6%)

国庫支出金
30億6659万6千円
15.7%(▲1.3%)

教育費
16億3873万3千円
8.7%(▲37.3%)

民生費
67億5632万6千円
35.9%(1.4%)

公債費
19億834万2千円
10.2%(▲3.9%)

総務費
33億9718万6千円
18.1%(64.5%)

土木費
15億1302万円
8.0%(▲34.0%)

衛生費
11億7682万2千円
6.3%(▲1.4%)

消防費
9億6504万4千円
5.1%(▲6.3%)

農林水産業費
6億9224万4千円
3.7%(1.8%)

商工費
4億9840万1千円
2.7%(7%)

その他
2億5071万1千円
1.3%(23.9%)

【グラフの表示】
 ・区分
 ・決算額
 ・構成比（前年度比）

歳入 歳出

各決算議案の審査
令和６年度各決算議案の審査は決算審査特別委員会に付託し、一般会計、特別会計、公営
企業会計のそれぞれの決算の認定を審査いたしました。

【歳入総額】195億8557万６千円（▲1.5％）【歳出総額】187億9682万９千円（▲1.4％）

特別会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

【歳入総額】90億5558万４千円（▲0.4%）
歳　入 歳　出

国民健康保険特別会計 39億8539万３千円（  ▲4.7%）39億7078万８千円（  ▲4.8%）
後期高齢者医療特別会計 11億8524万７千円（　11.6%）11億6199万４千円（　12.6%）
介護保険特別会計 38億8494万４千円（　  0.9%）38億4600万５千円（  　1.3%）

公営企業会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

収　入 支　出
水道事業会計収益的収支 ９億8423万２千円（　  0.9%）９億7806万３千円（  　3.2%）
水道事業会計資本的収支 ３億9040万円（　35.1%）６億1073万９千円（▲15.8%）

下水道事業会計収益的収支 12億9046万４千円（  ▲0.8%） 12億3120万円（  ▲1.0%）
下水道事業会計資本的収支 ５億6874万７千円（▲16.6%） ８億2393万５千円（  ▲9.9%）
※収益的収支、資本的収支共に税抜き表示となっております。
※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金で補填しました。

一般会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

【歳出総額】89億7878万７千円（▲0.2%）

決算審査特別委員会での質疑

かすみがうら市の基金の状況は市議会ホームページにて
掲載しております。右のQRコードでご覧ください。

もっと詳しく

？
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令和６年７月から水郷園がスタートし、令和
７年３月まで395人が利用しているが、費用対
効果としてどう考えているのか。

水郷園に関しては、約800万円の売上げです。
目標値は約1100万円だったのですが、目標額
より実績は低かったと考えております。令和６
年度に執行した事業費に対する費用対効果は、
令和７年度に入って大きく出ているとはまだ
言えませんが、引き続きプロモーションはして
いきたいと考えており、アジア圏を中心にプロ
モーションしていきたいと思っております。

決算審査特別委員会での質疑

決算審査特別委員会における主な議案質疑
（9月8日、9日、10日、11日、12日開催）

決算審査特別委員会は議長及び監査委員を務める議員を除く14名の委員で構成。

▲水郷園外観

令和６年度の水道の有収率が令和５年度に比べ0.3％マイナスになり、給水原価が上がった。
漏水等が原因とのことだが、対策はどうしているのか。

昨年度に漏水の多い地区である上佐谷地区、山本地区の配水管の布設替え工事を行ってお
ります。また、漏水件数は毎年度170件から200件近く発生しておりますので、発見後には
迅速に修繕工事を行って対応しているところです。また、集中するエリアについては、漏
水調査を行うなどの対応もしております。

※有収率…�水道として配水された総水量のうち、料金として収入を得られる水量（有収水量）が
占める割合のこと。

食材費の値上がりにあたり、給食費の１人当たり月額700円を市負担としたことに関して、
給食費の無償化と、オーガニック給食の推進を一緒に目指すのは難しいのではないか。

現在700円相当分は市負担ですが、米も含めて食材が値上がりしているところから、給食費
の見直しはかけていかなくてはならないと考えているところです。一方、オーガニック給
食に係る食材につきましては、現在、本市の補助を受けているオーガニック推進協議会か
ら無償で提供を受けていることから、教育委員会の食材費で購入しておりません。学校給
食は、極力食材費を抑えて、安価に安定したおいしい給食を提供できるという、二本立て
で進めております。

移住定住・結婚支援に要する経費が令和５年度に比べ10分の１になっているが、令和６年
度は、これだけの予算で足りていたのか。どういった声が現場で聞こえたのか。

令和５年度までありました移住促進住宅取得支援事業が、令和６年度から廃止になりまし
て、大幅に予算が減額になっております。令和４年度まではコロナ禍の臨時特例交付金が
充てられておりまして、それが令和５年度から切れ、令和５年度は市単独事業として実施
しましたが、この事業があったから移住してきたというよりは、移住がもともと決まって
いて、事業があるから利用された方も一定数いたということがありました。一つは目的を
達成したというところと、もう一つはそういった面も加味して精査した結果、削減した状
況です。
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櫻井健一議員後援会事務所の土地利用に伴う
農地法違反に係る調査特別委員会を設置しました

　櫻井健一議員の後援会事務所が所在する土地において、農地転用の許可を受けず農地のまま後援
会事務所として利用をしている現状にあるとの内容で、土地登記事項証明書の写しを添えた令和７
年９月８日付け差出人不明による投書が本市市長、議長及び櫻井繁行議員宛てに届きました。この
ことを受け、令和７年９月 18 日に全員協議会を開催し、議長より投書があったことと、議長の聞
き取りでは櫻井健一議員は同法による手続きが完了していないことが確認されました。また、市で
は今後、農業委員会事務局においても速やかに行政指導していくとのことであり、櫻井健一議員本
人からも、事実関係を確認するとともに、農業委員会事務局へ既に申請しており、改善に向けて引
き続き協議・対応していくとの報告がありました。
　以上の状況を踏まえ、櫻井健一議員並びに市農業委員会事務局のほか関係部署等から現状報告及
び意見聴取に基づく調査を行い、かすみがうら市議会としても対処すべきとする議員発議第２号「櫻
井健一議員後援会事務所の土地利用に伴う農地法違反に係る調査特別委員会設置に関する決議」が、
令和７年第３回定例会において櫻井繁行議員より提出され、採決の結果、賛成多数で可決となった
ことから、同委員会を設置することとなりました。
　充分な調査を行うため、令和７年第３回定例会閉会後も委員会を継続してまいります。

委 員 会 活 動

議員発議第２号で行われた主な討論

賛　成 反　対
・今回の件は、登記簿上では、畑であることが確認さ
れた後援会事務所や駐車場が農地法第５条で違反で
はないかという内容であり、実際にこの住所に行っ
てみたところ、事務所や駐車場が確認できた。議員
は公人であり、市民の負託を受けている。なぜ、そ
うであれば今まで是正をしなかったのかも含め、委
員会を開き、これまでの経緯を調査する必要がある
と思う。

・行政と櫻井健一議員の間での問題として粛々と進め
ればいいのではないか。投函された怪文書は、櫻井
健一議員に対する攻撃を目的にしているのではない
か。こういうことが進めば、怪文書にそれなりの事
実を添付してやれば、調査特別委員会となってしま
うのではないか。今、取り立てて大きな問題として
取り上げるものではない。お互いに協力、協働を強
めていけばよい。

・インターネットにある後援会事務所の所在地は櫻井
健一議員本人が設置した住所だと思われる。農業委
員会の事務の徹底を図るかのような内容だが、意味
のない委員会としか受け取ることができない。この
案件が調査特別委員会にどうしても必要かどうか考
えるべき。

・総務経済委員会に経過の報告をすることで、議会は
把握をしていくことができる。そういう中で物事が
粛々と解決されていくという道筋を歩むべきではな
いか。



教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための
政府予算に係る意見書採択を求める請願

全会一致で採択された上記の請願第１号に基づき、以下の要望事項を伴う意見書案が委員会発議
第３号により提出され、全会一致で可決されたことから、衆議院議長・参議院議長・内閣総理大
臣・財務大臣・総務大臣・文部科学大臣に意見書を提出しました。

１．�学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員の増員や少数職種の配
置増など教職員定数改善を推進すること。

２．�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財源を確保した上で義務教育費
国庫負担制度を堅持すること。

３．自治体が実効性のある働き方改革を実行するために必要な予算措置を講じること。

 意見書の要望事項（抜粋）
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委　員　会　活　動

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

総
務
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

令
和
７
年
８
月
18
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
７
年
８
月
19
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
７
年
９
月
２
日
の
審
査
内
容

●
旧
新
治
小
学
校
の
貸
付
け
に
つ
い
て

●
水
道
事
業
広
域
連
携
へ
の
加
入
決
定
に
つ
い
て

●
請
願
第
１
号
「
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

　
堅
持
の
た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

●
令
和
７
年
分
の
申
告
相
談
会
場
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る 

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
市
立
や
ま
ゆ
り
保
育
所
民
営
化
に
向
け
た 

進
捗
に
つ
い
て
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一  般  質  問

　
西
成
井
バ
イ
パ
ス
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
歩
道
な
ど
、
規
制
の
見
直
し

予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
西
成
井
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る
ス
ピ
ー
ド
超
過
や
危
険
な
追

越
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
深
刻
に
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
当
該
区
間
は
、

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
破
線
で
追
越
し
可
能
な
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
実
線
化
や
速
度
制
限
な
ど
、道
路
課
及
び
警
察
と
連
携
し
、

現
地
調
査
の
上
、
規
制
導
入
の
要
望
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中

学
生
の
自
転
車
や
農
作
業
用
車
両
の
横
断
に
つ
い
て
は
、
横
断
歩
道
や
注
意

喚
起
看
板
、
路
面
標
示
の
設
置
な
ど
、
現
地
の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
安
心
・
安
全
を
第
一
に
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

交
通
安
全
対
策
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

千
代
田
神
立
ラ
イ
ン
の
代
替
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
既
存
の
公
共
交

通
の
活
用
に
関
す
る
周
知
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
都
市
建
設
部
長　
持
続
可
能
な
公
共
交
通
と
し
て
継
続
す
る
た
め
、
最

も
利
用
頻
度
が
高
い
神
立
駅
東
口
か
ら
土
浦
協
同
病
院
ま
で
に
絞
っ
て
運
行

す
る
こ
と
が
、
市
民
の
皆
様
の
地
域
医
療
拠
点
へ
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る

上
で
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
変
更
は
本
年
７
月

よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
廃
止
さ
れ
た
市
内
循
環
ル
ー
ト
の
代
替
手
段
と

し
ま
し
て
は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
の

２
つ
の
制
度
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
の
移
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
ル
ー
ト
変
更
や
代
替
手
段
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
誌
で
の
周
知
に
加
え
、
市
の
公
共
交
通
を
ま
と

め
た
ご
利
用
ガ
イ
ド
の
改
訂
版
を
７
月
上
旬
に
全
世

帯
へ
配
布
し
、
周
知
徹
底
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ＱＱＡ Ａ

鈴木　更司 議員

　
本
市
の
自
転
車
マ
ナ
ー
（
乗
り
方
）
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
「
車
道
混
在
」
に
よ
る
道
路
や
環

境
整
備
等
は
、
ど
の
よ
う
に
対
策
し
て
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
市
民
部
長　
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
警
察
署
や
交
通
関
係
団
体
等
と

連
携
し
、「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
に
交
通
安
全
教
室
等
を
組
み
込
む
ほ
か
、

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
立
哨
活
動
な
ど
の
啓
発
活
動
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ

る
広
報
等
を
実
施
し
、
交
通
ル
ー
ル
や
自
転
車
の
安
全
利
用
に
つ
い
て
の
啓

発
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
広
報
誌
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
媒
体
を

活
用
し
、
周
知
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
総
務
企
画
部
長　
道
路
構
造
や
幅
員
等
の
制
約
に
よ
り
、
自
転
車
道
や

自
転
車
専
用
通
行
帯
の
設
置
が
難
し
い
区
間
に
お
い
て
は
、
車
道
混
在
に
よ

る
整
備
と
し
て
、
車
道
内
に
矢
羽
根
型
路
面
表
示
や
自
転
車
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

を
設
置
し
、
自
転
車
の
通
行
位
置
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
自
動
車
運
転
者
に

注
意
喚
起
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
助
成
に
つ
き
ま
し
て
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
未
着
用
者
の
重
傷
・
死
亡
率
の
実
態
か
ら
も
、
早
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
の
「
通
学
路
・
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
」「
生
活
道
路
」「
幹
線
道
路
」

の
維
持
管
理
・
整
備
等
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
都
市
建
設
部
長　
通
学
路
の
安
全
確
保
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
命
を
守
る
重
要
な
責
務
で
す
。
通
学
路
の
維
持
管
理
・
整
備
を
着
実
に
進

め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
に
通
学
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
道
路
の
維
持
管
理
で
は
、
限
ら
れ
た
予
算
と
人
員

の
中
で
い
か
に
効
果
的
な
管
理
を
行
う
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
引
き
続
き

道
路
の
長
寿
命
化
や
民
間
事
業
者
の
さ
ら
な
る
活
用
な
ど
、
最
小
の
経
費
で

最
大
限
の
効
果
を
得
ら
れ
る
方
法
を
積
極
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
よ
り
効
率
的
か
つ
計
画
的
な
道
路
維
持
管

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡＡ
本
市
の
道
路
行
政
に
つ
い
て

本
市
の
自
転
車
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

１

市
道
の
管
理
、
規
制
に
つ
い
て

青
少
年
育
成
に
お
け
る
白
ポ
ス
ト
の
設
置
に
つ
い
て

廃
止
さ
れ
た
千
代
田
神
立
ラ
イ
ン
に
代
わ
る

公
共
交
通
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

久松　公生 議員

１ ◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

２３

２

市
道
の
管
理
や
規
制
に
つ
い
て
伺
う

自
転
車
の
運
転
マ
ナ
ー
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う

関
係
機
関
と
連
携
し
て
規
制
導
入
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す

啓
発
活
動
を
充
実
さ
せ
、
交
通
安
全
意
識
の
向
上
と

事
故
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

▲西成井バイパス入口交差点
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一  般  質  問

　

東
消
防
署
移
転
に
伴
う
現
在
の
進
捗
状
況
及
び
開
設
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
移
転
先
の
旧
霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
地

周
辺
の
道
路
拡
張
、
新
設
の
考
え
は
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
消
防
長　
令
和
８
、
９
年
度
の
２
か
年
で
工
事
を
行
い
、
令
和
９
年
度

末
に
は
引
っ
越
し
、
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
長　
移
転
先
で
す
が
、
小
学
校
付
近
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、

児
童
の
安
全
に
つ
い
て
は
特
段
の
配
慮
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

歩
道
の
整
備
や
緊
急
車
両
が
幹
線
道
路
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
出
動
で
き
る
よ
う

な
道
路
整
備
な
ど
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
で
小
学
校
の
給
食
費
が
無
償
化
と
な
っ
た
場
合
、
本
市
で
中
学
校
の

給
食
費
を
無
償
化
に
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
市
長　
国
の
ほ
う
で
小
学
校
の
無
償
化
が
進
み
ま
し
た
ら
、
昨
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
第
２
子
以
降
の
無
償
化
に
充
て
て
い
る
財
源
を
振
り

替
え
、
中
学
校
の
給
食
費
に
お
い
て
も
無
償
化
を
図
り
、
小
中
義
務
教
育
学

校
全
て
の
無
償
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

給
食
に
ま
つ
わ
る
支
援
に
関
し
ま
し
て
は
、
無
償
化
等
の
財
政
的
な
保
護
者

に
対
す
る
支
援
と
、
そ
れ
と
は
別
に
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
直
接
関
わ
る
質

の
向
上
と
い
う
こ
と
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
こ
れ
ら
の
施
策
を
実
施
し
、
安
全
、
安
心
で
美
味
し
い
学
校
給
食

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ＱＱＡ ＡＡ

塚本　直樹 議員

　
か
つ
て
の
筑
波
ハ
ウ
ス
の
広
場
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
集
い
、
空
手

の
稽
古
や
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
に
興
じ
る
憩
い
の
場
で
し

た
。
次
の
用
途
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、
一
定
の
整
備
を
施
し
、
市
民
の
方
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
開
放
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
総
務
企
画
部
長　
若
者
や
子
育
て
世
代
の
定
住
に
向
け
、
民
間
の
活
力
を
生

か
し
た
都
市
機
能
の
充
実
と
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
エ
リ
ア
に
見
直
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
の
利
用
が
決
定
す
る
ま
で
に
は
一
定
の
時
間
が
必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
一
方
、
短
期
で
の
利
活
用
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
だ
と
考

え
ま
す
。
一
定
期
間
内
と
い
う
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
民
間
の
需
要
な
ど
の
把
握
に

つ
き
ま
し
て
、
そ
の
手
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
多
く
の
機
能
が
備
わ
っ
た
複
合
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
を
中
心
市
街
地
に
望

ん
で
い
る
市
民
の
方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
の
施
設
の
在
り
方

を
協
議
で
き
る
委
員
会
を
議
会
に
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

令
和
４
年
12
月
の
一
般
質
問
の
中
で
、
市
長
は
「
市
民
生
活
を
支
え
る
複
合
交
流

の
拠
点
は
市
街
地
の
、
多
く
の
方
が
住
む
エ
リ
ア
の
で
き
る
だ
け
真
ん
中
に
近
い

と
こ
ろ
に
整
備
す
る
こ
と
を
第
一
に
す
る
。
そ
れ
が
市
政
を
担
う
者
の
責
任
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。『
中
心
市
街
地
に
お
け

る
公
共
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
』
は
そ
の
意
志
を
継
い
だ
委
員
会

と
解
釈
し
て
よ
い
の
か
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
多
く
の
方
が
行
き
や
す
い
場
所
に
設
置
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
考

え
は
今
も
持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
複
合
交
流
拠
点
を
一
つ
ど
こ
か
に

建
て
れ
ば
そ
れ
で
済
む
と
い
う
話
で
は
な
く
、
中
心
市
街
地
の
老
朽
化
を
迎
え
る

公
共
施
設
の
在
り
方
、
あ
る
い
は
財
政
的
に
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
を
総
合
的
に

検
討
い
た
だ
く
委
員
会
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
求
め
る
機
能

を
い
か
に
確
保
し
て
、
財
政
的
に
も
安
価
に
で
き
る
方
策
は
何
か
、
そ
の
両
方
を

し
っ
か
り
と
に
ら
み
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
議
員
の
皆
様
や
市
民
の
皆
様
と
も
ご

相
談
の
上
、
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※　
多
く
の
機
能
が
備
わ
っ
た
複
合
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
を
中
心
市
街
地
に
望

ん
で
い
る
市
民
の
方
も
多
く
い
る
こ
と
か
ら
、
中
心
市

街
地
の
施
設
の
在
り
方
を
協
議
で
き
る
委
員
会
を
議
会

に
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

ＱＱ ＡＡ
旧
筑
波
ハ
ウ
ス
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

「
中
心
市
街
地
に
お
け
る
公
共
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」
に
つ
い
て

１

東
消
防
署
建
て
替
え
移
転
に
伴
う
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に

つ
い
て

学
校
給
食
へ
の
地
場
産
物
活
用
並
び
に
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

櫻井　健一 議員

１ ◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

２

２

東
消
防
署
の
移
転
、
開
設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
伺
う

神
立
病
院
の
移
転
断
念
と
な
っ
た
旧
つ
く
ば
ハ
ウ
ス

跡
地
の
今
後
の
土
地
動
向
に
つ
い
て
伺
う

令
和
９
年
度
末
に
引
っ
越
し
、
新
庁
舎
で
の
業
務

開
始
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
エ
リ
ア
に

見
直
し
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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複
合
交
流
施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て

子
育
て
し
や
す
い
か
す
み
が
う
ら
市
に
つ
い
て

入
札
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

１ 質　
問　
通　
告　
事　
項

３２４

　
神
立
病
院
移
転
計
画
に
係
る
事
業
費
が
想
定
を
大
幅
に
上
回
る
見
込
み

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
計
画
の
実
現
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
基
本
協

定
の
解
除
に
合
意
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
、
ま
た
、
計
画
変
更
を
議
会
や
市
民
に
伝
え
な
か
っ
た
の
は
説
明
不
足

で
は
な
い
か
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
抗
し
難
い
社
会
情
勢
の
変
化
が
原
因
で
す
の
で
、
そ
れ
に
対
し

て
損
害
補
償
請
求
等
を
求
め
る
内
容
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
神
立

病
院
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
の
健
康
維
持
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
後
も
同
様
に
、
地
域
の
医
療
・
福
祉
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
連
携
を
し
て
い
き
た
い
考
え
で
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
関
係
性

も
十
分
に
考
慮
し
て
対
応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
側
か
ら
途
中
経
過
の
情

報
提
供
は
受
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
決
定
事
項
と
し
て
市
側
が
受
け
取
っ
た

内
容
は
な
い
ま
ま
今
回
の
断
念
に
至
っ
て
お
り
、
決
ま
っ
て
い
な
い
内
容
を

逐
一
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
は
、
交
渉
相
手
方
と
の
信
頼
醸
成
の
上
で
も

で
き
な
い
と
い
う
事
情
に
よ
り
ま
し
て
、
発
表
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
最
終

的
に
決
定
し
た
段
階
で
議
会
に
ご
報
告
す
る
と
い
う
考
え
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
当
該
土
地
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
針
の
下
、

土
地
利
用
を
進
め
て
い
く
考
え
な
の
か
、
具
体
的
な
施
策
の
方
向
性
を
伺

い
ま
す
。

　
市
長
　
商
業
、
医
療
、
宿
泊
機
能
な
ど
民
間
企
業
の
誘
致
推
進
の
た
め
、

第
一
種
中
高
層
住
居
地
域
か
ら
第
二
種
事
業
地
域
に
用
途
を
変
更
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
で
立
地
可
能
な
施
設
の
規
模
が
拡
大
し
ま
す
の
で
、
都
市

機
能
の
充
実
と
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
神
立
病
院
は
断
念
と
な
り
ま
し
た
が
、
民
間
誘
致
ゾ
ー
ン

が
広
が
り
ま
し
た
の
で
、
民
間
事
業
者
の
利
活
用

の
選
択
肢
が
増
え
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
市
民
の
皆
様
か
ら
、
時
間
が
か
か
っ
た
け
れ
ど

も
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
利
活

用
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

議員

佐藤　文雄 議員
　
宮
嶋
市
長
は
複
合
交
流
施
設
の
見
直
し
を
掲
げ
、
市
街
地
中
央
に
市
民

に
愛
さ
れ
る
図
書
館
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
る
と
公
約
を
し

ま
し
た
が
、
や
ま
ゆ
り
館
の
後
方
の
土
地
を
活
用
し
て
図
書
館
を
建
設
す
る

と
い
う
話
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。　

　
　
市
長　
「
中
心
市
街
地
に
お
け
る
公
共
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」
に
諮
問
を
し
て
、
こ
れ
ま
で
３
回
ほ
ど
開
催
し
て
い
た
だ
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
結
果
に
つ
い
て
は
ま
だ
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

　
小
中
義
務
教
育
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
及
び
教
材
費
の
保
護
者
負
担

解
消
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
教
育
部
長　
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
単
独
で
無
償

化
す
る
に
は
安
定
的
な
財
源
確
保
が
難
し
い
状
況
で
す
。
教
材
費
に
つ
い
て

は
、
個
人
負
担
に
よ
り
購
入
し
て
い
た
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
や
彫
刻
刀
、
ハ
サ
ミ
、

１
人
１
台
端
末
用
の
タ
ッ
チ
ペ
ン
な
ど
を
市
費
で
購
入
し
、
学
校
へ
配
付
す

る
と
い
っ
た
取
組
を
行
っ
て
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

ＱＱ ＡＡ

神
立
病
院
移
転
に
関
す
る
市
の
対
応
と
今
後
の

土
地
利
用
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

神
立
病
院
移
転
計
画
が
中
止
に
至
っ
た
経
緯
等
に

つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺
う

や
ま
ゆ
り
館
の
後
方
の
土
地
を
活
用
し
て
図
書
館
を

建
設
す
る
話
が
出
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う

大
変
残
念
で
す
が
、
や
む
を
得
な
い
社
会
情
勢
の

変
化
と
考
え
る
以
外
に
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

結
果
に
つ
い
て
は
ま
だ
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

お
答
え
で
き
ま
せ
ん

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

矢口　龍人◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

１

一般質問の持ち時間を、質問・答弁含めて70分として行いました。

▲旧つくばハウス跡地
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一  般  質  問

　
旧
霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
地
へ
の
東
消
防
署
移
転
に
お
け
る
教
育
文
教

ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
影
響
と
交
通
安
全
に
つ
い
て
、
大
型
の
消
防
自
動
車
の
出

動
、
帰
庫
、
通
行
経
路
に
関
わ
る
交
通
安
全
調
査
を
行
っ
た
か
、
こ
れ
か
ら
行

う
の
か
伺
い
ま
す
。

　
消
防
長　
出
動
経
路
は
霞
ヶ
浦
南
小
学
校
体
育
館
側
市
道
が
基
点
で
す
。

道
路
状
況
を
日
頃
か
ら
独
自
で
調
査
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
行
う
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。
東
消
防
署
移
設
に
伴
う
道
路
や
サ
イ
レ
ン
の
影
響
は
多
少
は
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
よ
り
も
学
校
及
び
周
辺
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
に
と
っ
て
万
が
一
の
事
故
や
救
急
搬
送
の
場
合
に
早
急
に
対
応
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
や
施
設
利
用
者
の
安
心
感
や
安
全
性
が
一

層
高
ま
る
こ
と
の
ほ
う
が
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

　

旧
霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
消
防
車
通
行
時
の
定
点
音
響
発
生
試
験

で
は
、
プ
ー
ル
棟
前
の
上
限
値
は
78
デ
シ
ベ
ル
で
す
。
こ
の
音
響
調
査
が
定
点

調
査
で
あ
り
、
校
舎
通
過
時
の
音
響
調
査
で
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
具
体
的

に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
教
育
部
長　
基
準
値
を
超
え
る
時
間
が
あ
っ
た
と
し
て
も
車
両
通
過
は
一

時
的
な
も
の
で
あ
り
、
学
校
生
活
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
土
地
改
良
区
の
用
水
路
、
排
水
路
の
移
動
・
廃
止
の
課
題
と
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

産
業
経
済
部
長　
土
地
改
良
区
内
の
市
道
併
設
用
排
水
路
に
つ
き
ま
し
て
、

用
排
水
路
の
底
地
の
所
有
権
は
市
へ
移
管
さ
れ
て
お
り
、
所
管
部
署
は
道
路
課

で
す
。
用
排
水
路
の
所
有
管
理
は
土
地
改
良
区
で
す
。
用
排
水
路
は
、
併
設
の

農
道
の
排
水
機
能
も
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
移
動
・
廃
止
は
市
へ
の
手
続

が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
土
地
改
良
区
の
許
諾
も
必
要
で
す
。

　

８
月
５
日
報
告
の
神
立
病
院
移
転
に
関
す
る
基
本
協
定
書
解
除
ま
で
の
協

議
・
行
政
対
応
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

総
務
企
画
部
長　
基
本
協
定
書
の
記
載
事
項
中
、
大
幅
な
変
更
が
具
体
化
し

た
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
令
和
５
年
12
月
に
一
部
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

検
討
の
可
能
性
と
判
断
し
、
特
段
基
本
協
定
書
の
変
更
と
は
解
釈
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ＱＱＱＱ ＡＡＡ Ａ

設楽　健夫 議員

　
登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
土
浦
市
で
は
保
冷
箱
に
氷
を
入

れ
て
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
を
冷
や
す
取
組
を
し
て
お
り
、
感
謝
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
と
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
か
す
み
が
う
ら
市
も
こ
う
し
た

取
組
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
大
変
危
険
な
暑
さ
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ご
提
案
し
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
伺

い
ま
す
。

　
教
育
部
長　
児
童
生
徒
の
安
心
・
安
全
な
登
下
校
の
確
保
の
１
つ
と
し

て
熱
中
症
対
策
も
大
事
な
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
提
案
い
た

だ
い
た
よ
う
な
対
策
を
含
め
、本
市
の
状
況
に
合
っ
た
対
応
に
つ
き
ま
し
て
、

今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
住
宅
街
の
側
溝
の
管
理
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
側
溝
の
清
掃
は
、
地
域

の
安
全
や
水
は
け
の
改
善
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
で
す
。
自
治
会
で
定
期
的

に
掃
除
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
高
齢
化
に
よ
り
清
掃
が
で
き
な
い
現

状
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

　
都
市
建
設
部
長　
側
溝
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
市
道
の
維
持
管
理
と
同

様
に
職
員
や
委
託
先
の
事
業
者
に
よ
る
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
土

砂
の
堆
積
が
確
認
さ
れ
た
箇
所
、
地
元
住
民
の
皆
様
か
ら
清
掃
の
要
望
が

あ
っ
た
箇
所
、
過
去
に
冠
水
の
あ
っ
た
実
績
の
あ
る
箇
所
な
ど
を
優
先
的
に

清
掃
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
水
田
畑
地
化
促
進
事
業
、
農
業
耕
作
団
地
化
政
策
と
農
業
用
水

―
河
川
対
策
に
つ
い
て

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
主
語
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
工
事
請
負
契
約
と
管
理
）
に
つ
い
て

１

霞
ヶ
浦
南
小
学
校
南
側
の
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
地
へ
の
東
消
防
署
移
転
に
お

け
る
教
育
文
教
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
影
響
と
交
通
安
全
に
つ
い
て

水
田
稲
作
・
畑
地
の
農
地
拡
大
時
の
課
題
、
農
道
・
土
地
改
良
区
水
路
変
更

の
所
管
及
び
手
順
と
市
道
路
認
定
に
つ
い
て

神
立
病
院
基
本
協
定
解
除
ま
で
の
協
議
・
行
政
対
応
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

石澤　正広 議員

１

２

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

２３

イ
ン
フ
ラ
の
環
境
整
備
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

住
宅
街
の
側
溝
の
管
理
に
つ
い
て

道
路
施
設
表
示
の
管
理
に
つ
い
て

防
災
マ
ッ
プ
で
土
砂
災
害
地
域
指
定
さ
れ
て
い
る
雪
入
と
上
佐

谷
の
砂
防
ダ
ム
管
理
に
つ
い
て

登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
へ
の
給
茶
機
設
置
に
つ
い
て

１ 質　
問　
通　
告　
事　
項

３４５６ ２

東
消
防
署
移
転
に
お
け
る
消
防
車
通
行
時
の

音
響
に
つ
い
て
伺
う

登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
伺
う

子
ど
も
た
ち
や
施
設
利
用
者
の
安
心
・
安
全
向
上
の

ほ
う
が
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
判
断
し
て
お
り
ま
す

登
下
校
時
の
熱
中
症
対
策
は
大
事
で
あ
り
、
本
市
の

状
況
に
あ
っ
た
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
１
期
生
は
、
令
和
８
年
３
月
に
任
期
切
れ
と
な
り

ま
す
が
、今
後
の
進
路
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、地
域
に
根
を
下
ろ
し
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培
の
拡
大
、
果
樹
栽
培
に
向
け
奮
闘
す
る
隊
員
も
い
ま
す

が
、
よ
り
経
営
を
盤
石
に
す
る
た
め
水
稲
栽
培
を
取
り
入
れ
た
ら
と
考
え
ま

す
。
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
産
業
経
済
部
長　
本
市
の
協
力
隊
事
業
は
、
令
和
５
年
度
に
初
め
て
４

名
の
隊
員
を
迎
え
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
市
内
定
住
や
関
係
人
口
と
し
て

地
域
に
定
着
い
た
だ
け
る
よ
う
、
希
望
や
適
性
な
ど
も
考
慮
し
た
上
で
、
今

後
の
進
路
や
事
業
計
画
の
相
談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
分
野

で
活
動
し
て
い
る
２
名
の
隊
員
の
う
ち
１
名
が
本
市
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
推
進

協
議
会
に
加
わ
り
、
有
機
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
退
任
後
の
進
路
に

つ
き
ま
し
て
は
、
隊
員
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
に
は
な
り
ま
す
が
、

農
業
の
職
を
志
す
隊
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
う
え
で
、
水
稲
栽
培
は
有
効
な
選

択
肢
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
当
該
隊
員
に
対
し
て
は
、
関
係
部

署
に
お
い
て
丁
寧
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
、
特
に
人
気
の
米
を
確
保
す
る
方

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
産
業
経
済
部
長
　
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
市
場
に
お
け
る
主
要
な
返

礼
品
と
し
て
、
米
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
返
礼
品

で
あ
る
米
の
確
保
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
返
礼
品
調
達
事
業
者
と
し
て
、
㈱

か
す
み
が
う
ら
Ｆ
Ｃ
を
通
じ
て
在
庫
確
保
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
ふ
る
さ
と

納
税
へ
意
欲
的
な
生
産
者
に
む
け
、
返
礼
品
取
扱
事
業
者
へ
の
登
録
を
促
す

な
ど
、
事
業
者
登
録
の
促
進
に
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
在
庫
不
足
に
よ

る
寄
付
の
受
付
停
止
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
複
数
の
米
卸
事
業
者
と

連
携
し
、
昨
年
度
の
消
費
需
要
や
寄
付
実
績
か
ら
必
要
な
在
庫
量
を
予
測
す

る
と
と
も
に
、
更
な
る
供
給
ル
ー
ト
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

服部　栄一 議員市
の
進
め
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

２３ １

一般質問の持ち時間を、質問・答弁含めて70分として行いました。

「市議会へのご意見」ページを
設置しております（市議会ホームページ）
「市議会へのご意見」ページを
設置しております（市議会ホームページ）

かすみがうら市議会では、開かれた議会の実現

のため、市民の皆様からのご意見をお聞きして

おります。

皆様からいただいたご意見は、皆様からの貴重

な声として、今後の議会運営の参考にさせてい

ただきます。 ▲市議会へのご意見ページ
　QRコード

地
域
お
こ
し
協
力
隊
一
期
生
の
今
後
の
進
路
に

つ
い
て
伺
う

す
べ
て
の
隊
員
に
市
内
定
住
や
地
域
に
定
着

い
た
だ
け
る
よ
う
相
談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

ＱＡ



猛
暑
が
す
ぎ
て
天
高
く
青
い
秋
空
が
広
が
る
。

あ
っ
と
言
う
間
に
寒
気
が
押
し
寄
せ
る
。
雨
を
見

な
が
ら
米
、
果
樹
、
甘
藷
、
蓮
根
、
実
り
の
秋
の

収
穫
に
忙
し
い
。
猛
暑
と
雨
不
足
に
カ
メ
ム
シ
被

害
の
中
、
市
内
で
は
１
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水

田
稲
作
を
中
心
に
果
樹
、
野
菜
の
栽
培
に
一
工
夫
二
工
夫
が
試
さ
れ
、

豊
か
な
実
り
を
祈
る
来
年
の
作
付
け
に
話
が
進
む
。
湖
水
温
が
30
度
を

超
え
、
ワ
カ
サ
ギ
漁
は
北
上
す
る
。
天
然
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
、
シ
ラ
ス
ウ

ナ
ギ
を
湖
へ
放
流
す
る
話
も
聞
く
。
漫
遊
の
霞
ヶ
浦
と
豊
作
を
夢
見
な

が
ら
、
水
郷
筑
波
国
定
公
園
の
秋
は
色
づ
い
て
い
く
。

�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
設
楽　
健
夫

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

電話　0299（59）2111（代表）内線1303　 0299（56）2332（直通）　 FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（8月1日〜10月31日まで）

　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

櫻
井
健
一
議
員
後
援
会
事
務
所
の

　
　
　
　
　

土
地
利
用
に
伴
う
農
地
法
違
反
に

　
　
　
　
　

係
る
調
査
特
別
委
員
会

●
10
月
●

　

15
日
～
17
日

　
　
　
　

市
議
会
全
体
視
察
研
修

　

21
日　

令
和
７
年
第
２
回
霞
台
厚
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　

議
会
定
例
会

　

23
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

28
日　

櫻
井
健
一
議
員
後
援
会
事
務
所
の

　
　
　
　
　

土
地
利
用
に
伴
う
農
地
法
違
反
に

　
　
　
　
　

係
る
調
査
特
別
委
員
会

　

29
日　

令
和
７
年
第
２
回
湖
北
環
境
衛
生
組
合

　
　
　
　
　

議
会
定
例
会

　

30
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

●
８
月
●

　

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

12
日　

令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会

　

18
日　

総
務
経
済
委
員
会

　

19
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

21
日　

令
和
７
年
第
２
回
石
岡
地
方
斎
場
組
合

　
　
　
　
　

議
会
臨
時
会

　

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

29
日　

令
和
７
年
第
１
回
茨
城
県
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　

医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

●
９
月
●

　

９
月
２
日
～
９
月
24
日

　
　
　
　

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会

　

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

総
務
経
済
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　

３
日　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　

８
日
～
12
日

　
　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

令 和７年 第２回 
臨 時 会 及 び 
令 和７年 第３回 
定例会の議場での 
傍 聴 者 数 は、 
延べ４４名、また、 
インターネット 
ＬＩＶＥ中 継 へ の 
ア ク セ ス 数 は、 
延 べ１，１３９回 
でした。

◀︎市議会
　ホームページ
　トップページへ

傍
聴
や
会
議
映
像
の
視
聴
が
で
き
ま
す

傍
聴
や
会
議
映
像
の
視
聴
が
で
き
ま
す

　
千
代
田
庁
舎
の
３
階
に
は
、か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
場
が
あ
り
ま
す
。議
場
で
は
、

本
会
議
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、令
和
６
年
に
は
初
の「
高
校
生
議
会
」も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
や
臨
時
会
は
、
議
場
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
議
の
あ
る
当
日

の
午
前
９
時
よ
り
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
会
議
の
生
中
継
や
録
画
映
像
、
会
議
録

な
ど
、
市
議
会
の
情
報
を
多
数
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
本
ペ
ー
ジ
右
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲令和 6年高校生議会の様子

豆辞典
委員会への付託に
　　　関する原則
委員会への付託に
　　　関する原則とはとは？？

　
議
会
の
議
決
を
要
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
に
先
立
っ
て
詳
し
く
検
討
を
加
え
、

本
会
議
で
の
重
要
な
判
断
材
料
と
す
る
た
め

に
、
所
管
の
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
等
に

審
査
を
委
託
す
る
こ
と
を
、
議
会
に
お
け
る
委

員
会
へ
の
「
付
託
」
と
言
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
も
し
１
つ
の
議
案
の
審
査
を
付

託
し
な
が
ら
、
別
の
委
員
会
に
も
同
じ
よ
う
に

付
託
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
結
果
が
食
い

違
う
こ
と
に
よ
り
、
審
査
の
一
貫
性
が
損
な
わ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
１
つ
の
議
案
の
付
託

先
は
、
１
つ
の
委
員
会
に
限
定
さ
れ
る
の
が
原

則
で
す
。

　
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員

発
議
第
１
号
で
求
め
た
特
別
委
員
会
設
置
と
議

案
第
80
号
の
付
託
に
は
、
こ
の
原
則
が
関
係
し

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
経
緯
に
つ
い
て
は
本
誌
３
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
参
考
　
地
方
議
会
運
営
辞
典
】


